
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 
 
 
                                           
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   

 

 

 
 
   
    
    
 
 
 
 

 

    

 

   

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

 

 

「垂直次元の支え」 
 

筆舌に尽くしがたい苦しみにある東日本大震災の被災者に、世界中から物

心両面の支援が寄せられることは、本当に有難いことです。共同体的結束が

薄れ、利潤追求ばかりが求められるかに見える現代社会で、血縁や地縁を

超えた人間同士の連帯、絆が強調され、見ず知らずの人に救いの手が差し

伸べられています。惻隠の情がかくも健在であることに感動を禁じ得ません。 

でも私には少し心配です。経済的援助はもちろん嬉しい、ボランティアの青

年の助けは有難くて一生忘れないだろう、お蔭で勇気づけられ、頑張ろうとい

う気になった。……そうした気持ちは、復興が進み、ボランティアの人たちが

去り、災害の記憶が風化した後にも、被災者を支え続けられるでしょうか。横

の関係の抽象的な人間の連帯は、人を生涯支える力になり続けられるのでし

ょうか。 

ユダヤの民の歴史も苦難の連続でしたが、彼らは常に天なる神の声、即ち

垂直次元の支えに励まされながら苦難を乗り越え結束を強めました。それが

ユダヤの民の強さの基でした。『詩篇』は、「たといわたしは死の陰の谷を歩む

とも、わざわいを恐れません。あなたがわたしと共におられるからです。あなた

のむちと、あなたのつえはわたしを慰めます」（23 篇 4 節）と謳っています。 

震災で九死に一生を得た人は、特定の信仰を持たずとも、その瞬間、ただ

「運が良かった」というだけでは説明し尽くせない、何か超越的な力によって

「生かされている」自己を実感したことでしょう。そうしたとき人は、自分が本当

に一人の個として、掛け替えのない存在であることを自覚し、本当の意味で強

くなれるのです。 

わたしたちも、垂直的次元、即ち高みにおられる神を仰ぎつつ、この掛け替

えのない時を生かされる恵みを感謝して生きましょう。 

（欧米文化学科教授 原 一子） 

全学礼拝／毎週火～金 10：20～10：50 

 

2011 年 7 月 No.6

キリスト教関連クラブのご紹介 チャペルニュース No.4～No.6 に渡ってご紹介します 

フィルハーモニー管弦楽団 

活動日は  月、水、金（放課後～）／2301 教室、他 

「共に音楽を楽しむ」が合言葉のクラブ

です。式典、点火祭、クリスマス礼拝

などの大学の公式行事での演奏や、

学内でのコンサート、定期演奏会な

ど、演奏をする多くの機会が与えられ

ています。経験者はもちろん、楽器を

さわったことのない方も大歓迎です。 

特別委員会連合 

活動日は  水（昼休み）／2413 教室（キリスト教活動室） 

特別委員会の 5 つの委員会・クラブ

（「SCF」「ハンドベル・クワイア」「聖歌隊」

「フィルハーモニー管弦楽団」「ボランティ

ア・アソシエーション」）の代表者からなり、

全体のまとめ役として活動していますが、

冬のリトリート等の独自の活動も行ってい

ます。 



 
 
 
   
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

7 月 12 日（火） 

奨励者 田中 かおる 
（日本基督教団 安行教会牧師） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 461 番 1、2 節 
聖 書 ヘブル人への手紙 

  4 章 14～16 節（新約 P.347） 
祈 祷 
奨 励 「弱さを思いやることの 

できるお方」 
祈 祷  
讃美歌 461 番 3、4 節 
主の祈り 
後 奏  

 

「だから、あすのことを思いわずらうな。あすのことは、あす自身が思いわずらうであろう。一日の苦労は、その日一日だけで十分である。」 

（マタイによる福音書 第 6 章 34 節）年間聖句 
2011 

7 月 13 日（水）

奨励者 許
ホウ

 昌
チャン

範
ボム

 

（日本基督教団 大宮教会伝道師） 

司会者 佐野 正子 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 321 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

  11 章 38～44 節（新約 P.159）

祈 祷 

奨 励 「石を取りのけなさい」 

祈 祷  

讃美歌 321 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 14 日（木） 

奨励者 黒木 章 

（総合図書館長） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 316 番 1、2 節 

聖 書 ルカによる福音書 

  10 章 38～42 節（新約 P.106） 

祈 祷 

奨 励 「マルタよ」 

祈 祷  

讃美歌 316 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 15 日（金）

奨励者 稲田 敦子 
（人文学部長） 

司会者 左近 豊 
奏楽者 浦沢 如希 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 308 番 1、2 節 
聖 書 伝道の書 

  3 章 1、11 節（旧約 P.923）
エペソ人への手紙 

5 章 16 節（新約 P.306）
祈 祷 
奨 励 「“時”を用いる」 
祈 祷  
讃美歌 308 番 3、4 節 
主の祈り 
後 奏  

 

7 月 19 日（火） 

奨励者 牛津 信忠 
（人間福祉学部長） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 325 番 1、2 節 
讃美奉献 ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ“As the Deer” 
聖 書 マタイによる福音書 

  5 章 14～16 節（新約 P.6）
祈 祷 
奨 励 “We have a voice,  

We have been heard.”
祈 祷  
讃美歌 325 番 3 節 
主の祈り 
後 奏  
 

7 月 20 日（水）

奨励者 三上 友通 
（日本ｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰｽﾞ・ｵﾌﾞ・ｺﾞｯﾄﾞ教団 

サンライズのぞみ教会牧師）
 
司会者 左近 豊 
奏楽者 川添 美央子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 267 番 1、2 節 
聖 書 歴代志下 

  1 章 7～13 節（旧約 P.604）
祈 祷 
奨 励 「あなたは何を求めますか」 
祈 祷  
讃美歌 267 番 3、4 節 
主の祈り 
後 奏  

7 月 21 日（木） 

奨励者 左近 豊 

（人間福祉学部副チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 Ⅱ191 番 1、2 節 

聖 書 哀歌 

  3 章 18～24 節（旧約 P.1145）

祈 祷 

奨 励 「出会うところ」 

祈 祷  

讃美歌 Ⅱ191 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 22 日（金）

奨励者 荻野 倫夫 
（日本ｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰｽﾞ・ｵﾌﾞ・ｺﾞｯﾄﾞ教団牧師）

司会者 佐野 正子 

奏楽者 荻野 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

Star Fish による讃美奉献 
聖 書 ルカによる福音書 

  15 章 11～24 節（新約 P.115）

祈 祷 

奨 励 「天の祝宴」 

祈 祷  

会衆讃美“君は愛されるためうまれた” 

主の祈り 

後 奏  

聖学院教会祈祷会            7 月 14 日（木） サムエル記上 21 章   菊 地  順 チャプレン 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】           7 月 21 日（木） サムエル記上 22 章   東野  尚 志 牧師 

 

編 集 ／ 松


